
 

 

 
  

令和８年１月 21 日

福祉保健部健康づくり支援課 
 

協定締結企業である大塚製薬×ファミリーマートと連携し、 

店頭で冬の体調管理（入浴事故防止）を呼びかけます 

 

厚生労働省人口動態統計（令和６年）によると、本県では、冬場に高齢者の不慮の溺死

及び溺水の死亡者が多く発生しており、いわゆるヒートショックが関わっているものと考

えられ、本県でも毎年注意喚起を行っています。 

このたび、県では、県民の皆様に冬場の入浴事故防止対策の重要性を知っていただくた

めに、連携協定を締結している大塚製薬株式会社、株式会社ファミリーマートと連携し、

店頭デジタルサイネージから啓発動画を放映します。 

 

記 

 

１ 放映期間 

  令和８年１月 27 日（火曜日）～２月９日（月曜日） 

 

２ 放映場所 

・県内ファミリーマート 102 店舗※の店頭サイネージ(FamilyMartVsion) 

     ※令和７年 12月末現在、県内 167 店舗のうち店頭サイネージ設置店舗数 

 

３ 啓発動画 

                           店頭サイネージのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 月 27 日（火）には店舗での取材対応を予定しており、別途ご案内します。 

新潟県報道資料 



〈参考〉 

１ 新潟県における高齢者の不慮の事故状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    （出典：2024 年人口動態統計 厚生労働省） 

 

２ 新潟県の入浴事故防止対策 

  県では、ヒートショックによる入浴事故防止のポイントなどを県ホームページで紹介 

しています。（県庁ホームページのトップの注目情報） 

 

 

 

 

 

 

３ 県との連携協定について 

(１)大塚製薬株式会社（個別連携協定） 

   令和元年９月 12 日 締結 

(２)株式会社ファミリーマート（包括連携協定） 

   平成 22 年５月 14 日 締結 

 

４ デジタルサイネージ「FamilyMartVision」について 

  ファミリーマート店舗内のレジ上に設置された３面大型ビジョン 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

福祉保健部健康づくり支援課 田浪、中川 

（直通）025-280-5198 （内線）2656 


